








































における遊女の狂乱箇所や主人公がヒロイン 共に朝を迎えた場面描写が、 『源氏物語』の六条御息所の物の怪の描写や「夕顔」巻から採られており、作者の技量によって上手く作品全体の文体に馴染ませている事を指摘された。加えて、中国の伝奇小説『霍小玉傳』を取り上げ、一組 男女が相思相愛になるものの男の意思とは関係なし 別の談が進んでしまう点、男の親しい人物から女は男 裏切りを知る点、それにより女が死ぬ点 男が新しい女を愛するようになると元の女が怨霊となって新しい女を苦しめ 点
などを踏まえ、 『壺菫』は『霍小玉傳』を大きく取り入れて長編化した作品であるとされた。そしてこの込み入った手法は、 作者の独創と考えるよりも、 秋成の 『雨月物語』 「吉備津の釜」に「学ぶところがあったと考えるのが妥当であろう。 」と結論づけている。　
以上、 『壺菫』に関する先行論を概観してきたが、特に
出典に関する研究を一覧にすると次のようになる。・上方読本『怪談奇縁』 （横山氏、大高氏）・ 『源氏物語』 「夕顔」巻・ 「葵」巻（三浦氏）・中国伝奇小説『霍小玉傳』 （三浦氏）・ 『雨月物語』 「吉備津の釜 （三浦氏、大高氏）・洒落本『妓者呼子鳥』 （大高氏）　
右の内、物語の構想に関しては 怪談奇縁』や『霍小玉
傳』 、 『雨月物語』 「吉備津の釜 の関わりが指摘され、 個々の場面の趣向については や『妓者呼子鳥』との関連が述べられている、と理解できよ　
だが、これらの先行論について検証すると 少なからず
問題点も見つかる。例えば、 壺菫』と『霍小玉傳』の内容とを比較してみると 一人の女が男の裏切りで恨みにより死んでしまう点、またその女の怨念から他の女も犠牲になっている点などは似ている一方、 主人公の家族の設定 （両親の有無）や縁談を持ち掛け 人物の設定に相違がある。また、前掲の（注５）大高論文 、 『壺菫』では初めに馴
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染む女が遊女であるのに対し、 『怪談奇縁』では同藩の人物の娘である相違に言及している事に加え、 『妓者呼子鳥』においても 性が狂乱す 関連について指摘した後に、次のように述べてい 。　　










く本書は読本の怪異小説に属する作品であり、洒落本ではない」としながらも、 本の形や服装に関する批評から、 「作者は洒落 の部類に入れるつもりであつたらし」いと述べている。　
では、まず初めに『壺菫』の梗概を、その後に構想の典






らざ」る男で、 「父母にをく」れ、 「妻をもむかへ」ていない。書道に堪能であり、仕える主人の娘お舟の書の手本を書く。あ 日、平次郎は浅草観音寺 参詣する途中で老人を助ける。互いに名乗らず別れたが、Ｂ平次郎が馴染んだ新吉原山本屋の遊女勝浦 父親であった。平次郎と勝浦は将来を誓い、年明けには勝浦の父共々引き取
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平次郎にＤ一目惚れしたお舟は 恋煩いから床に臥せる。お舟を心配した両親は、 「娘がむなしくな」る事を恐れ、お舟を の組頭久左衛門の 分とし、平次郎に縁付ける事とした。久左衛門は平次郎にこの縁談を伝えるが、平次郎は勝浦を想って承諾しない。久左衛門 Ｅ平次郎と親しい甚平と権八 説得を頼み、 お舟との縁談を承諾。甚平と権八は勝浦にもこ 事 伝えたところ、Ｆ勝浦は鬼のようになって狂乱する。そ 後、平次郎の家に山本屋の男が現れ、
Ｆ勝浦の自害を知らせる。
勝浦の狂乱に驚いて逃げ出した二人の前に火の玉が出現する、主人 夢 勝浦が現れるなどの怪異が続くが、お舟の輿入れが挙行される。輿入 から四 五日経ち、お舟の怯えた声を聞いて平 駆けつける 、影のような勝浦の姿を目撃、Ｇお舟は息絶えて た。 女を失った平次郎は出家する。
　














想い続けていた流の事も忘 て濃紫の元に通うようる。Ｅ家来からの報告で歌之介の現状を知った親達は早く帰ってくるように言う 歌之介は取り合わず 遂に一年が経った。Ｆ流は次第に弱り、濃紫と歌之介への恨み
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言を叫んで、鬼の形相でＧ憤死する。一方で金に困った歌之介は使いの者から事の顛末を聞かされ帰郷を訴えられるが、それを退け切腹しようとする。しかし、濃紫口説かれ断念。郭内 夫婦 ように過ごすようになる。その後、吾妻の客に身請 される事 なった濃紫は後の逢瀬を約束して歌之介と別れる。歌之介は、五条の橋のたもとで女に出会う。歌之介は濃紫に似たその女 忘れられず、三日目に女に話しかける。女の容貌は濃紫、立ち振る舞いは流に似ている 女 馴染んだ歌之介は、次第に衰えていく。心配した隣人が様子 窺うと、障子写った女は骸骨であった。歌之介は吉田山の麓に住む占いの僧に助けを求め 僧は の怨恨である事と七日間籠居を告げ、札とお守りを授ける。家 閉じこもった歌之介は毎夜流の亡霊に苦しめられるも耐え抜き、吉田山の僧の元で出家する。次の年の春、吾妻から逃れてきた濃紫も話を聞 て出家し、二人と 百歳まで生き往生遂げた。
　『怪談奇縁』での要素をまとめるとＡの主人公は大和国の武士で、Ｃの主人公に一目惚れした流は武士の娘でＤ自ら文を送る。次に主人公と馴染むＢは太夫の濃紫である。報告するＥは主人公 家来で、Ｆの報告を聞いた妻の流は狂乱してＧ憤死するが、 の相手を殺すことなくＢの濃紫は歌之介と共に百歳まで生きる となる。

















の質屋のむすこ」の喜七という二人の友人に事情を立花に伝えるように頼む。二人が立花に仔細を語る 立花は狂乱、二人はこの事を左太郎に伝えるため左太郎の家に向かう途中で火の玉 遭遇、家に着くと左太郎は気絶していた。訳を聞くと左太郎の夢に立花が現れ、恨み言述べ続けていたのだとい 。Ｆ二人が去った後、立花「格子に手細をかけ首をくゝり」自害
していた。やがて






た。三作品全てに共通するのは、一人の男を巡って二人の女が対立する構造が存在する事、男の裏切りを知った女が狂乱する事である。ただ『壺菫』と『隣壁夜話』の二作品を比べると、男が遊女と馴染む→男が不可抗力で他の女と結婚する事になる→遊女がそれを聞き狂乱・その後自殺→幽霊となった遊女が女をとり殺す、という流れが共通しており、展開がほとんど同一である事 確認できる。一方の『怪談奇縁』は二人の女が男を巡り対立する構造はあるものの、展開としては不可抗力での結婚 なく、悪鬼となった女の恨みは主人公にのみ向かってい などの相違も見られる。　
ＡからＧの要素はどうであろうか。登場人物について三
作品での主人公Ａ（平次郎、歌之介、左太郎）は武士で共通するが、 特に『壺菫』と『隣壁夜話』では 下谷に住み、初めに馴染む女性Ｂ（勝浦、 立花）は遊女 あ 同様に、結婚相手の女性Ｃ（お舟、娘）は、 『壺菫』では平次郎主人の娘、 『隣壁夜話』も左太郎よ も身分 上の家柄の娘と推測される。 が主人公を見初めた後の様子Ｄについても、 『壺菫』と『隣壁夜話』は一目惚れの後床 臥せるが、 『怪談奇縁』では流 「歌之介が容色人にすぐれて
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（甚平は―筆者補）声うちひそめて、 「扨こよひふたり参りしは、平次郎が事、くはしく語侍らんとて也。大方に聞給はゞ、 おどろき かつは恨給はん。 さりながら、そこの御ため、すゑ〴〵までよろしき事にて候まゝ、あしからずきゝ給へ」とて、お舟どのゝ 、ありしことどもを語て、 「平次郎はいさゝか心にはそまねど、さもなさゞれは身もたちゆきがたく、よしや こをむかへても、はこくむ事おほつかなく、よはひかたふきし親ごを養はんことも成が 。こゝのほどをきゝわけて、しばしがほど忍給はゞ、遠からず我々も打 りて、おふねどのをばいかやうと な 、そこをつまとしなしまいらせん。平次郎ももとより其心なり。 」
（三七四頁）
と平次郎の友人甚平と権八が勝浦に対し、お舟との縁談は平次郎が心から望んだ事ではない事、縁談を断れば今後の出世にも関わってくる事、勝浦と舅を迎える事も難しくなる事、しばらくの間忍んで待っていてくれれば、きっと勝浦を迎えに来る事を述べ勝浦の説得を試みている。　














ここでは露時雨とお みが、指切りや血酒 行うほど深仲になったという内容を噂話をしているような調子で座敷の客の一人 ある文南が話すという流れである。『怪談奇縁』 、 『妓者呼子鳥』共に『壺菫』の内容とは一致しない。では最後に『隣壁夜話』の春淑と喜七の言葉を引用しよう。　　






『隣壁夜話』では友人の春淑と喜七が、それぞれ遊女に対して話している点が共通する。ま 、 彼らは同様に「説得」を目的としており、⑴縁談を断ると今後の主人公の身 上に支障がある事、⑵いずれは良 取り計らう事、⑶しばらくは耐え忍んで待っ いて欲しい事、と う三点が一致しているのである。　
続いて、将来を誓った男が自分を裏切って他の女と結婚
する、と聞かされた女の反応を確認 よう。まず『壺菫』で どのように描かれて るのだろ か　　
かつうらはさしうつむき、火ばしを手にもち、かしらをもたげてきゝいたりしが、次第にかしらさがりて、さらにいらへもな ゞれば、 （中略）ふたりは てあまして、 此まゝにもかへられず。 甚平そばへよりて、 「かやうなる事聞給ひて、 し心あしきや。①皃に火のあたりては、猶あし るべし。 ゆにても参らせん 」ととへば、ものをも はずさとふり げたる皃、今ま
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でとはやうかはりて、そとをも見出したる目のうち血ばしり、歯のをときりゝとなりて、また②うしろのかたをふりむき、③平次郎が紋のつきたるたんすの金物へ、④手に持居たる火箸をはた つきたつれば、壱尺あまり有りけるか、なかばを過 つらぬ り。ふりは、 「こはいかに」とおどろくに、勝浦は、其 ゝ側に有つるてうし盃其外 手にあたるものを打ちらし、らうかの方へくるひ出て、わかき遊女・かむろ なげのけ、つきたをし、さゝゆ ものに歯がた つけなどするさま、おそろしさいはんかたなふ
（三七四―三七五頁）
特徴をまとめると①火鉢の傍にいた勝浦はうつむき、②突然後ろを向く 、③「箪笥」についた想い人の「紋」に④手に持っていた「火箸」を突き刺す、と う行動に出ている事が分かる。　『怪談奇縁』にも流が狂乱する場面がある。　　





きくよりおとよはかみさか立。身におぼへないむりいひかけて。おとみにみかへてきれ文か、だまされしかざんねんなと。年ふれば石となるくすのきのとこばしらへ、④ひばちの火ばしさか手にに り、ヱゝくちおしいとはぎりなせば、くだんの火ばしは③くすの木の石のはしらへ八寸 かり、さ とをしける。そのありさま。みる人おもわずぞつとせし （一〇三―一〇四頁）
大高氏論考が指摘したように「火箸」を使う点 一致 ているが、 『壺菫』では「箪笥」の金物に火箸を刺すのに対し、『妓者呼子鳥』 では 「くすの木の石のはしら」 に刺している。最後に『隣壁夜話』を検証してみよう。　　





① 「火鉢」 にあたる立花が、 ② 「うしろ」 にあった、 ③ 「箪笥」に付いている左太郎の 「紋所」 に、 ④ 「火箸 を突き立てる、となっている。これは『壺菫』と一致しており、 特に、 『妓者呼子鳥』 では 「くすの木の石のはしら」 だった部分が 『壺菫』と『隣壁夜話』では「箪笥」の男の「紋 に火箸を刺している共通点は注目に値する。　
さらに、 その事を象徴するのが挿絵である。 『妓子呼子鳥』






























と馬琴― 〈稗史もの〉 ―読本様式の形成』 翰林書房、 二〇一〇年五月、二〇〇三年四月初出） 。
６
　








　『壺菫』 の本文は大高洋司 ・ 近藤瑞木編 『初期江戸読本怪談集』 （国書刊行会、二〇〇〇年十月）による。本稿では男の呼称を 文に最も多く使用される「平次郎」に統一した。また、引用に際して適宜句読点を加え、引用後の括弧内 テキストにおける頁数を示した。以下のテキストの引用についても、同様の処置を施した。
９
　『怪談奇縁』の引用・参照は大高洋司「翻刻『怪談奇縁』 」 （ 『鯉城往来』第五号、広島近世文学研究会、二〇〇二年三月）によ
10　『妓者呼子鳥』の本文は、洒落本大成編集委員会編 洒落本大成　第七巻』 （中央公論社、
　
一九八〇年一月）による。
11　『隣壁夜話』の本文は、洒落本大成編集委員会編『洒落本大成
　
第九巻』 （中央公論社、
　
一九八〇年七月）による。
（おおはし
　
さき）
